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緒   言

普通臨床上式ハ實験的研究二血球算定ヲ行フニ當リテ血液塗抹横本ノ検索ト血液混合ピペ

ット」ヲ以ナセル白血球及ビ赤血球総数ノ算定トヲ併用セリ．

而シテ余ハ嚢二塗抹標本並二白血球総数算定二於テ種々ナル要約ノモトニ検索ヲ施シ，日

常一般二行ハレツ・アル血球計算ノ観察ガ如何二大ナル誤差ノ頻襲セルモノナルカラ報告セ

リ．

 而シテ今回ハ順序トシテ赤血球計算二於ケル観察ヲ行ヒ，抑カ該方面ノ研究上並二診断上

禅盆スル所見ヲ護見セント飲シ實験二着手セリ．而シテ先ヅ先決問題トシテ採血シタル「ピ

ベヅト」相互間並二稀薄倍野相互間二鐘化ナキヤ否ヤラ相比較討究シ，得タル結果二親キナ

得ル所アリシヲ以テ以下之レヲ記載スル所アラントス．

第1章 研究材料並二瞼索方法

 試験動物トシテ健康ナル成熟家兎ヲ使用セリ．

 責験材料トシテハ先ヅ1．0㏄「ツベルクリン注射器亜二血球混合操作≡ヲ可及的苧等ニセソ意味テ於テ，

Fl㏄ssn肌αガ血小板算定二考案ツタル「パラフイ1／皿ヲ改良シ，第1圏二示セルガ如キ50・O㏄位ノ「シ

ヤアーレ戸「パラフィン圓簡ヲ作リ，振盤二際ツチ血液ノ混合ヲ充分ナラシメソ爲メ，2個ノ小ナル「パ

ラフィン球ヲ人レタルモノヲ用ピタリ．（製法，50・0㏄位ノ蒲拭セル「シヤアーレ」二「パラフィン末ヲ充シ

「パラフイ＝／溶融器二入レテ6α0．C二融解シ，豫メ清濁ニセル，小ナル試験管二水ヲ人レ，融解セルrパ

ラフィン申二垂直二保チテ静カニ冷却スル時ハ『パラフィン圓簡ヲ得ヘシ〕．

 赤血球計算ニハ米国A舳ur肌Th・m那曾赴製ノLevy－H測鵬・氏標準赤血球用，混合ピベツト」艮ピ
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血球計算器（米国政府，跳reau of S6a血曲rds糧定濟）

ヲ使用シクリ、

 血液混合ピペット」二於ケル血液稀躍液ニハHaye㎜

氏液（昇乗α5，硫酸ナトリウム5－O，食麗1・5麗水200・O）

ヲ用ピタリ．

 先ヅ家兎ノ耳翼ヲ剃毛シ，70％酒精ニテ皮膚ヲ消毒

ツ，英乾燥ヲ待チテ，直テニ豫メ煮沸消毒，乾燥シタ

ルエ．0㏄「ツベルクリン注射器二5．0％拘機酸曹養水ヲ，

第5報二既述セル方法二体リテ0．25㏄ノ目盛リ迄入

レタルモノヲ以テ皮下静脈ヲ穿刺シ，岬㏄ノ目盛リ

迄，徐々二泡沫ヲ合マザル檬採血，新クシテ得タル血液ヲ全部注射筒二吸込ミテ，注射針ヲ除キ静カニ

2，3回反覆韓倒コク混和ツタルモノヲ第1圏二示セル「パラフィン圓筒二入レ小ザキ「シヤアーレ」ニテ餐

ヲナジ，可及的蒸駿ヲ防ギ，静カニ振塗スル時ハ中二存在セル2個ノ浮游セル「パラフィン球二体リテ，

血液ハ何等凝固ノ憂無ク苧讐二混和セリ．

 而シテ此ノ拘擦酸曹達水ヲ皿ナセル血液稀穣液ハ。舳％拘機酸蕾達0－25㏄，血液α75㏄トナリテL33

情二稀糧セラレ杓機酸曹達ハエ・25％ノ割合トナレル理ナリ．

 而シテ比ノ『パラフイy圓簡二探リタル稀騨血液ニョリテ血液混合ピペット」ノ200借稀麗・100情稀騨ノ

成績ヲ比較セ：／爲メ以上ノ實験ヲ反覆2回行ピタリ．

 「パラフィン圓簡ヨリ血液ヲ赤血球用血液混合ピベツト」二探ルニ際シ可及的操作ラー定ニセン爲メ『パ

ラフイ：／圓簡ヲ毎回平均20回振醒，内容ヲ売分混合シ。然ル後200倍稀騨二於テハ赤血球用血液混合ピペ

ット」ノ0．5ノ目盛リマデ，100倍稀穣二於テハ「ピペット膨ミ直下二アル1．Oノ目盛リマデ血液ヲ吸ヒ，

次デH町em氏稀糧液ヲ101・Oノ記號マテ吸入スル時ハ各200倍，100倍二稀麗セラレタリ．

 新ル操作ヲ反覆「パラフィン圓筒二探リタル2回ノ實験二於テ各100倍稀縄，200借稀縄ノ6回ノ「ピペッ

ト」血液ヲ探リ，血液混合ピペット」内ノ混合操作ラー定ニセソ爲メ，第9報二既述セル成鐘ヨリ栂指ト中

指ニテ「ピペット」ノ両端ヲ押へ，長軸ト垂百1ノ方向二200回平均シテ振盤セリ．而シテ「ピベツト内稀騨血

液ノ最初ノ2滴ヲ乗テ，次ノエ滴ヲ速カニ計算重二移シテ血球ガ完全二沈降スル迄2－3分間待チテ鏡憾

セリ．

 耐シテ余ノ用ヒタル血球計算板ハ曄側二計算室存在セルモ，白血球算定ト異ナリ観察時間長キニ豆リ，

謙譲ノ憂ヒアル故，1「ピベツト血液ニテ1個ノ計算室ヲ観察セリ．

 副チ稀躍血液ヲ盛リタル計算室ヲ最モ弱キ廓六カニテ擬スルニ9個ノ1／9分割ノ1個（赤血球用全厘創

面1・mm3）ガ全視野一杯二覗ラル．此ノI個ノ1／9分割ヲ各縦横20等分二400個ノ小鯛眼ヲ生セリ；比ノ

400個ノ小鯛眼1／400mm3内二存在セル赤血球敷ヲ可及的1ツ漏サス観察記載シ行ケリ．観察二際シテハ

観察誤差ヲ可及的除去セソガ爲メニ接眼鏡二冊岬Loit・Weωa・ノ顯微鏡用微動測定器・10擬ヲ用ヒ・

可動性載物憂ノ移動ニョリテ，多タノ綱眼ヲ重複スル事無ク，比較的容易二鏡瞼シ得タコ．

 本實験二於ケル赤血球算定ニハ可及的誤差消滅ノ目的ヲ以テ，終始同一ナル血液混合ピベツト」血球計

算器ヲ麗水ニテ水洗，乾燥反覆使用セリ．
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第2車賓験成績
             第1節’200倍稀澤血液

 掬機酸曹達水二体リテ「パラフィン園高昌探リタルL33倍ノ同一稀薄血液ヨリH・y・m氏

液ヲ以テ200傍皇稀澤セラレタル血液混合ピペット」二於ケル6回ノ観察二於テ，i「ピペッ

ト」二i個ノ％分割（赤血球用全匿創面］．Omm3）ヲ観察シ，1個ノ％分割皇400個ノ小郡眼

（1／400mm3）存在セル故，観察シタル小細脹ノ数ハ400x6：2400個ニシテ，小細眼2400個中

二合→レタル200倍稀薄血液赤血球総数く・1仰0個二上レリ．

 而シテ今血液混合ピペット」6回ノ實験二於ケル各「ピペット」別ノ師チ400個ノ1／400mm3

中員於ケル赤血球藪ヲ纏メ，度数分布ヲ作レハ第工表二示セルガ如シ．

第1表 6回ノ血液混合「ビペツト」内二於ケルI／400mm3円

  赤血球数並二換算藪ノ度数分布

Iμ00mm旬申ノ赤血球藪並二1．mm冒

?�翼Pル赤血球
ｷ算数

6回二於ケル各血液混合「ピペット」ノ観察度敷
各血液混合「ピペット」

S騒ラー括ツタルモノ

實藪 換算籔
第1回ピペット 第ゴ回ピペット 第3回ピペツi 第4回ピベツト 第5回ピペット 第6回ピペット

観察度藪
正分布

x数
ポアソン
比級籔

15 12，000 1 1 Z2以上一 一 5－6

14 11，200一■  ’  2’ 一

@4
1 3 6

13 10，400 3 4 1 l 12 5．4 12．9

圧2 9，600 11 7 5 2 2 1 27  169＾               ’

@445
 27，8－5票4一

11 8，800 12 3 13 18 4 1 2 52
10 8，O00 21 14

 12■                      ‘

@23
15 13 1 14 89 100，1 1011、一

P67．69 7，200 35 29 26 29 1 36 178 184．8

8 6，400 30 30 45 46 46 1 49 246 286．1 250．2

7 工600 61 44 54 59 45 1 54 317■ ．               一

S19
371．2 332．O

6 4，800 69 92 67 65 59   67 403．7’368場一L 385，5

5 4，000
 69’         ■一

@51
 68山

V0’0．

 65－ o ■                       ⊥

@47
63 70 ； 63 398

ﾙ3＾
383．6

4 3，200 49 53 1 63 27＆9 318．1

3 2．400 25 24 40 38  40 ， 31－  I一 198 1π9’                1

@951 2’

P＾
1，600 9 12 14 13

U一
28 1 16 92 P05．0’  一 I    －

@34．80800 1 3 5 8 1 3 26 42．7

O 0 2 2 1 2 6 16．0 5．8

縄   籔 400 400 日00 …1…1… 2400 2393．0 2399石

1實籔 648
y0，08

5．98

}O．08

6．11
y0，09I                   o

S．89

yO刀7

6．09

yO．08

篭。。1曹。。 一 6．03

yα03
ﾄ182＾
y0．03

一カイ・ス

Nエ7黶v試験1，二4

?Q‘43．3

@59237
o：O．00

@0000

「カイ・ス

Nェア
[』試験。㌧8

?Q＝113

@ 3
随ｹO．12

@5853

坪均値
i換轍 5．19

yO，07
↓78
}αα5

4．87

yα06
省と。。胤。。

後天
I σ

實籔
a46
y0．06

2．25

}O．05
Z56
}O．06

2．34

y0刀6
236
}O．06

2．14

yα05
．Z37

yO．02 ■   ’ ■ 一

P．90

yO．02換算数
197
}α05

1£0

y0－04

2－C5

y0増5
1．87

}0．04

1．89

y0．05

1．72

yO．04

  （±ヲ附セルバ確率誤差ヲ示シ，換算藪ハ総テ100万軍位ヲ鼻テ表セリ）

 第1欄ハ6回ノ血液混合ピペット」二於ケル1個ノ1μ00m㎜富中室存在セル赤血球實数並

二1．0mm㌧直セル換算数ヲ示セルモノニシテ，1個ノ1／400mm3内二全然含マレザルモノ

ヨリ15個迄合マレクルモノガ存在シタル事ヲ示ゼルモノニシテー．0mm3中二於ケル赤血球

原敬・昌換算スル時ハ，O個ヨリ1200萬個迄含マレクルそノガ存在シタル事ヲ赤シ，．稀鐸血球
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1個ノ開キバ原血球80萬個ノ開キドナレリー面シテ換算藪ハ総ベテ1OO萬単位ヲ以テ表セサ．

第2欄ハ第I回ノ「ピペット」二於テソノ数量麗シタル回数ヲ示シタルモノニシテ，第3欄

ハ第2回ノ「ピペット」二於テ，第4個以下同様ニシテ欄ヲ追ヒ逐次第3回「ピペット」，第

4回「ピペット」ト……6回ノ實験二於ケル血液混合ピペット」内二於ケル赤血球藪二麗シク

ル回数ヲ示セリ．第8欄ハ6回二於ケル血液混合ビペツト」釜騒ラー括シタルモノニ於ケル

1／400mm3内二存在セル赤血球数二麗シタル回藪ヲ示セルモノナリ．’

 而シテ各「ピペット」昌於ケル實数値ノ平均値並二換算値ノ平均値ヲ求ムレバ第I表下欄二

示セルガ鋼シ．師チ金「ピペット」ラー括シタルモノニ於テハ6．03土0－03換算値二於テハ482

土0．03トナリ，最モ大ナルモノニ於テハ，第1回ノ「ピペット」二於ケル6．48±O．08，飢チ，

5．19±0－07最モ小ナルモノニ於テハ第5回ノrピペットJ昌於ケル5．64土0－0＆，印チ仙1主O，06

トナリ，「ビペヅト」別二於ケル平均赤血球敬二於テハ最大最小昌，實数二於テハ648－5石4

＝α84個ノ小ナル差異ヲ示セルモ，換算数二於テハ5，190，000－4，5エO，000＝680，000個ノ誤差

ヲ示セリ．

 今是等ノ各「ピペット」二於ケル苧均値ノ差異二麓キナ検索スルニ當リ，6回二於ケル「ビ

ペツト」全騒ラー捨シタルモノ及ビ第1回ノ「ビベツト」二於ケル平均値，標準偏差，平均値

ノ標準誤差及ビ観察数ヲ夫々Mo，σo，εo，n田，M1，σ1，ε一，n1ヲ以テ表セパ，

    「ピペット」全髄ラー捨シタルモノ   第1回「ピペット」

    Mo＝4，823，334（6．0292）       M一＝5，186，000（6．4825）

    σo＝工，897，363（2．3717）              σ1；二，970，一29（2，462ク）

    εo＝38，730（α0484）      εI＝98，506（0．1231）

    no二2，400                n1＝400

        πO    σ1
 但シε竈，ε1ハ7「テ，／、、二体リテ得タルモノニシテ，括弧内ノ数値ハ稀薄血液ノ観察

實藪二体リテ得タルモノナリ．

 今「ビペヅト」全誰ラー捨シタルモノニ於ケル雫均数4，823，334（6．0292）ヲ員ノ平均値トセ

バ，夫ヨリ1個ノ試料ヲトレバ，Mo土3σo以内ノ誤差ヲ偶然二生ジ得ルモ，皿個ノ試料ヲト

1／バ共平均値M1ハMo土3σo／ソ丁以内ノ差異ヲ生ジ得ル故，MoトM1トノ差ガσo／1／丁ノ

3倍以下ナレバ意義ナキ理ナリ．

 今第1回ノ「ビペツト」二就キナ検スルニ，

       σo    1897363
    117〒＝・・＝9486＆15

    Mo～M－ 5186000＿4823334
       ；               ＝3822848
     ε1       94868」5

       σo   2．371704
或ハ・εF／T・・0＝皿118585

    M0～M1  6．482500＿6．029167
       ＝                ＝31822853
     昌1        0．118585

 印チ第1回ノrピペット」手於ケル平均値ノ誤差ハ標準誤差ノ約3．82傍昌シテ，明昌3傍拭

                  【1⑫】
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上トナリテ意義アルガ如キ観ヲ呈セモル，以下同様阜シテ第2回「ピペット」，第3画「ピ

ペット」ト逐弐平均値ノ差異二就キナ検索シタル結果ヲ纏ム1！バ第2表呈示セルガ如シ．

第2表 6回ノ各「ピペット」観察二於ケル赤血球實数並二換算藪平均憤ノ差異

血液混合「ピペ 平均値M 標準偏菱σ
観察藪 εnl＝

σn M。～MmL’一

ット」ノ回籔 責  籔 換算敷 實  藪 換算蚊 〆■r 6m

全ピペットヲ
一括セルモノ

6．029167 4，823，334 2，37ユ704 1，897，363 2400 ・蜘・
P・蝸・

第1回ピペット 6．482500 5，186，000 2．46266工 1，970，工29 400 O．118585 94，868 ユ822853

第2回ピベツト 5．975000 4，780，000 2245974 1，796，779 400 αn8585 94，868 0．4醐78

第3回ピペット 6．112500 4，890，000 Z567060 2，053，648 400 O．118585 94，868 0．694295

第4回ピベツト 6．085000 4，868，000 2．3426：5 1．874084 400 O．118535 94，868 0．47082－7

第5回ピベツト 5．637500 4，510，㎝ 2．360318 1，888．254 400 0．118585 94，868 3．3醐

鏑6回ピペット 5．890000 4，712，000 2．1側458 ユ，715，566 400 0．118585 94，868 1．173563

牢   均 ＆029167 4，823，334 1．653526

一

 印チ第2表，第9欄二於テ見ル如ク，第】回ノ「ピペット」二於ケル標準誤差ノ約3．82倍，

第5回「ビペヅト」二於ケル3・30倍ヲ除キテハ殆ンド1傍以下ニシテ，各「ピペット」ノ全平均

値ヨリノ誤差ノ平均ハ約標準誤差ノ1・65傍トナリテ明皇偶然的ナル事ヲ鋼レリ・

 今冬rピペット」二於ケル唯1個ノ計算窒1／400mm3ヲ観察シラルトセバ，共等ノ各「ピペ

ット」別昌於ケル1μ00mm3内室含マレタル赤血球藪ノ最大最小ハ第1表並二第4表，第2，

第3欄呈示セルガ如クナリテ，唯1個ノ1／400mm3ノ観察ガ如何二大ナル誤差ノ超ルモノナ

ルカラ鋼レリ．

 耐シテ標準偏差昌於デモ夫々同様ナル差異ガ存在シ，最モ大ナルモノハ第3回ノ「ピペッ

トJ二於ケル2，053，648±48，979（2．5671土α0612），最モ小ナルモノハ第6回ノ「ピペット」二

於ケル1，715，566±40，916（2．用5±0．0511）トナリ，杢rピペット」ラー括シタルモノニ於テハ

1，89ク，363土18，472（2．3717土0．0231）トナレリ．

 今是等ノ各「ビペヅト」二於ケル標準偏差ノ差異二就キナ検索セン皇，前記雫均値ノ差異二

於ケルト同一原理皇從ヒテ，先ヅ第1回ノ「ビペツト」二就キナ見ルニ，各「ピペット」全鵠ラ

ー括シタルモノニ於ケル標準偏差σo＝1，897，363（2．3刑7）テルモノヨリ，第三回ノrピペット」

ノ試料ヲトリテ61＝1，9ア0，129（2．4627）ヲ得タ場合ノ後者ノ標準誤差ハ

         σO     1897363
      ε1＝／亙＝／2，400＝67081・91

         σo    2．371704
   叉ハε1＝面白／。。。00＝α083852トナリ・

      σo～σ1   1970129■i897363
   敬二  、1 ＝  6708191 ＝1刀84734．

        σo～σ1 2・462661－2・371704
 資数昌於テハ  、1 白  0083852  ＝1蝸4ク33 トナリ；師チ爾標準偏差ノ差ハ意
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義ナキヲ知ノリ．以下同様ニシテ，6回二於ケル各「ビペヅト」ノ標準偏差ノ差異ヲ吟味シタ

ル結果ヲ纏ムレバ第3表二示セルガ如シ．

第3表 6回ノ番「ピペット」観察二於ケル赤血球賛数並二換算数，標準偏差ノ差異

血液混合「ピベ 標準偏差σ 標準偏差ノ確率誤差   1  σ。観察敷  畠m＝＿

@ ド ／．・・

σ“～σn一

ット」ノ回藪 實数値 換算数 賢数値 換算数
ε一n

金ピペットヲー
括ツタルモノ

2．371704 1，897，363 O．023090 18－472 2400 質数値 換算数

第1回ピペット 2．462661一 1，970，129 0．058734 46，987 400 O．083852 67，082 1．084733

第2回ピペット 2．245974 1，795，779 O．053567 42，854 400 O．083852 67，082 1．499427

第3回ピベツト 2．567060 2，053，648 O．061224 48，979 400 O．083852 67，082 Z329η1

第4回ピベツト 2．342505 1．874084 O．055871 仏697 400 0．083852 67，082 0．347028

第5回ピペット 2．360318 コ，888，254 α056294 45，G35 400 0．083852 67，082 0135787

第6回ピペット 2．1幽蝸8 1，715，566 0．051145 40，916 400 0．083852 67，082 2。’710084

一一   0  H一

苧   均 1．35何38

 師チ第3表．第9欄二於テ角ル如ク全部3傍以下ニシテ，各「ピペット」二於ケル標準偏差

ノ金「ビペツト」ラー捨シタルモノニ於ケル標準偏差ヨリノ誤差ノ平均ハ標準誤差ノ約L35倍

トナリテ明二意義ナキヲ知レリ．

茨二計算窒1μ00mm宮内赤血球敷ノ實数並二換算数ノ分布範園ガ標準偏差ノ何倍以内二存

在セルヤヲ鋼ラン爲メ，分布範園（最大，最小ノ誤差）ヲ2σニテ除シタル結果ヲ纏ムレバ第

4表，第4欄呈示セルガ如シ．

第4表 6回ノ血液混合「ピペット」観察二於ケル分布範園ノ吟味

血液混合「ピベ 分布範園（最大最小ノ誤差） 分布範園一   ＿＿＿’

ット」ノ回籔 責藪値 換算値〔万華位）
2σ

第1回ピペット 工4－1！13 1120＿80：1040 土2．6394σ

第2回ピベツト 14＿1E1ぎ 1120－80＝1040 土Z8941σ

第3回ピペット 15－O＝15 1200＿031200 ±2．兜16σ

第4回ピペット 12＿1311 960＿80＝880 ±Z3478σ

第5回ピベヅト 13＿0＝13 1040＿0＝1040 ±27539σ

第6回ピペット 11＿0目11 880＿O＝880 土2．鮒蝸σ

ビベツト全膿 15－O＝15 1200－0白1200 士釧623σ

 師チ6回二於ケル各「ビペヅト」内稀緯赤血球敷ノ分布範園ハ全部±3σ以内二存在シ，「ビ

ペツト」全誰ラー捨シタル分布範園二於テハ土3．16σトナリテ僅カニ±3σノ城ヲ脱出セリ．

弐二關係的二撒布度ヲ比較セ；・爲メ，各「ピペット」及ビ金「ピペット」ラー捨シタルモノニ

                 【1㎎】
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於ケル罐係藪（・一1刄ﾐ・・舳・・…ll・・（去）㍗／呵）ヲ求1クルー第・琉

第6欄呈示セルガ姉シ．

第5表 6回ノ血液混合「ピペット」観察皇於ケル1／400mm3内赤血球藪ノ偏差係数

血液混合「ピペ 平均値M 標準偏差σ 偏差係数

ット」ノ回藪 實数値
換算値

賃敷値
■ 一1          1          ’      凹’

@換算値 V
（万箪位〕 （万箪位〕

第1回ピペット 6．48土O．08 5．19土O．07 2．46土0．06 1－97±O．05 3τ99±1．03

第2回ビペツト 5．98±0．08 4．78±0－06 Z25±O．05 1．80±0．04 37．59土1．02

第3回ピペット 6．11土O．09 4．89土0．07’ 2．57±0．06 2．05土0．05 犯．00±u6

第4回ピペット 6．09±O．08 4，8ア土O．06 2．34±0－06 1．87±O．04 鍬50土1．05

第5回ピベツト 5．64土0．08 4．51土0．06 2．36±0．06 1．89±0．05 仙87±皿6

第6回ピペット 5．89土0．07 4．71±O．06 2，14±α05 工．72土α04 36刈±α98

ピペット全麗 6．03土0．03 4．82±0．03 2．37±0．02 1．90±α02 39．34±0，44

 師チ各「ピペット」全誰ラー捨シタルモノニ於ケル偏差係数V；39．34±0．仲，÷中心ニシ

テ，最モ大ナルモノハ第3回ノ「ピペット」二於ケル42．00土i．16，最毛小ナルモノハ第6回

ノ「ピペット」二於ケル36刈上O．98トナリ，最大，最小ノ差ハ42．00－364卜5．59トナリテ，

「ピペット」別二於ケル赤血球藪ノ撒布度二百ナリノ差異アル事ヲ銅1ノリ．

 茨二第6報二於テ既述セル如ク，白血球ノ計算室二於ケル誤差ハ五分布ヲ示シタルモ，赤

血球二於テハ如何ト吟味㌣タル㍉今冬「ピペット」二於ク．ル観察度藪ハ少数ナル故，英等ラ

ー捨シタルモノ・二於ケル正分布度数ヲ求ムルニ，各1／400mm3内室於ケル細胞敷自Pチ正数昌

度敷存在シ，而シテ細胞数間ニハ存在セサル故，各細胞藪二於ケル縦線yヲ以テ度藪トシ，

後天的二正分布度敷ヲ求ムレバ第1表，第10欄二示セルガ如シ．英ノ求メ方ハ第1報二講述

シタル故敢テ反覆ノ要ナシト信ズ．得タル理論度数ハ観察度数ト可ナリノ差異ヲ星シ，試ミ

ニ「カイ，ズク呈アー」試験ヲ行ヒダルニ，理論数ト實強度数ノ偏差（一）ノモノ（十）ノモノハ

之レヲ合併シ，級間数n’＝4，メ：43－359237二対スルPヲ求メタルニ零トナリテ不一致ノ縞・

果ヲ見タリ．

 玖＝ポアソン氏極限法二体レハ（q＋p）’1二於テ，nガ相當大ニシテ，pガ甚ダ小ナル時，q

ガm以上，印チpハ（卜m）以下現バレル凡チノ確率P、ハ，

    ・・一七λ（1＋1・舌・百十…・…青）

    叉一一刈｛甘λ・青ゼλ十……十甘ゼλ

 値シλ＝nP＝m，m’＝卜m，上式右違ノ第1項ハ1回ノ試ミ呈於テ凡デガq昌シテpナキ

場合二於ケル率，第2項ハ1個ダケPガ現ハル・率ニシテ，第3項ハ2個ダケPガ現ハ1／ル

率二當レリ．以下同様ニシテ之レヲ本實験二適用スiノバNハ2400トナリ，λ＝6，029］67ドナ

                   【105】
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リ，・

…咋・…（ゼλ・1ゴλ・歩λ・青｛一…仕1つ

 ノ各項ヲ計算スレバヨキ理ニシテ・第1項ヨリ率次書十算シタル結果ガ第1季1筆H揮呈示

シクリ。

 得タル理論度数ハ観察度数二百ナリ似タルモ，筒多少ノ差異ヲ星セリ．新ル差異ガ偶然ノ

誤差ニコルモノテリヤ否ヤラ孚淀セン爲メ前記同様「カイ，スクーアー」試験ヲ試ミルニ，

級間藪n’＝8，メ＝iL3354二対スルPカビアーソン氏表二体リ，而シテ中間法皇ヨリテ，

P＝O．125853ヲ得タリ．自ロチ實強度数ト理論度数ハー致シタル結果ヲ見タリ．

 今以上ノ観察度数ト理論度数ノ成績ラー目瞭然タラシデン爲メコ／400mm3内二於ク．ル赤血

球藪ヲ横線上皇トリ，英ノ数室麗シタル観察度数，理論的正分布度藪，ポアソン集級数二体

ル理論度輿ヲ騨繰よニトリテ分布折線ヲ描ゲバ第2圖戸示セルガ師シ。

第2固 200傍稀緯弘。om㎜3肉二於ケル赤血球数ノ度撃分布

       平均値

 420
 400
 書日。
観

 醐
察 ；40

 説0
度 300
 2ao
藪 260

 留0
 枷
 200
 180
  160
  140
  120
  100   j

  釦
  靱
  柵
  20，Z

↓

一一一・ ﾏ察産蚊

    ■言  N   一＾“y冒砺ヂ2”

一・伽・炉・昨W・封・一・・量・4）

0125456ア891011121ヨ1415
        1μOOmm内二於ケル赤血球籔

             第2節100借稀穣血液

 拘機酸曹達水二体リテ「パラフィン圓筒二探リタルL33倍ノ同一稀緯血液ヨリHayem氏

液ヲ以テ100倍二稀澤セラレタル血液混合ピペット」二於ケル6回ノ観察二於テ，200倍稀薄

二於ケルト同様，1「ピペット」ニエ個ノ％分割（赤血球用釜匿創面）ヲ観察シ，1個ノ％分割

二400個ノ小細眼（1／400mm3）存在セル故，観察シタル小細限ノ数ハ400x6＝2400個ニシテ，

小細眼2400個中二合マレタル100倍稀薄血液赤血球総数ハ31791個二上レリ．

 而シテ今血液混合ピペット」6回ノ實験二於ゲル各「ビベツト」別ノ印チ400個ノ1／400mm3

中島於ケル赤血球数ヲ纏メ，度数分布ヲ作レハ第6表呈示セルガ姉シ．
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第6表

血球計算二於テ生ミスル誤董ノ籔學的研究

100倍稀澤6回ノ血液混合「ビペヅト」内二於ケル1／400mm3円

    赤血球藪並二換算数ノ度数分布

，107

1μ00mm3中ノ赤
血球徴前二1．mmヨ
中二於ケル赤血球
 算籔

實籔
28
27

26
25
24
23
22
21

20
19

18
17

16

i5

 14
’■3一一

12
11

10

9
8
7

6
5

4
3

換算籔

11，200

10え800

10，400

10，000

9，600

9200
8，800

8，型00

8，000

7，600

7，200

6，800

6，400

6，OOO

5，600

5．200

1ら800■

4，400

4，OOO

3，600

3，200

2，800

2，400

2，000

1，600

1，200

繍 敷1

平均値

後 天

的 σ

籔

換算籔

實 鎮

換箏敷．

6回二於ケル各血液混合「ピペット」ノ観察度墜

第1回
ピペット

1

2

2
2

4
12

15

19

22

27
31

 37
－43
 48
川’R3－1

27

26
20
17

．7

3

＿」L一

…1
13．23

±0．13

τ29I■
±0．05

糾
1

1

2
3
4
5

9
11

16

13
16

22
25
28
38
41

39
25
36
24
17

9
6
5

■

第3回
ピベツト

3

5

6
7

9
11

10

15

19

 25
一一R5一

45
35
38
31

25
24
27＾

16

10

2

…1…1
13．83

土O．15

5．53

±0．06

工2．51

±O．15

5．00一
±O．06

銚1蛾。は蕎三。

蟻。は暮晃。 1．75

±0．04

第4回
ピベツト

2
3

…1
13．81

±O．15

5．52

土O．06

4．38

土0．1O

1．75

土0．04

第5回
ピベツト

』一

2
3

4
5

6
11

13

9
11

14

22
31

34
33
40

．て2一
35
29
22
14

16

2

…i
13．14

土O．15

5．25

±O．06

4．47

±0．u
’11791．

土0，04

第6回
ピペット

1

2

6
7

15

13

17

19

22
20
23
26
33

39
33
25

23
21

18

16

13

7
1

刎・1

13．03

±0．16

521
土0．06

切．77

±O，11

1．91

■土005

各血液混合「ピベツト」
全題ラー括ツタルモノ

観察度藪

3
7

12

18

27
35
60
77

89
93

」22
137
165

200
228
242
209
ユ83

149
124

98
69
35
15

’一

Q山
・…1

13．25

土0．06

5．30

土0．02

4．44

土O．04

1．77

±0．02

轟分彊1

O．9以上

1．8

3．5

6．4

11．5

19．2

31．O

46．7

68．O

92．7

ユ21．8

工50．4

178．工

199．2

212．7

215，4

207．5

189．5

165．3

136．⊥

1076
79．8

57．2

38と
24．8

15．0以下

ポアソy
比級籔

0．4以上
L■一 Z．8

1．6

3．1．

5．8

106
18．4

30．5

48．3

73．0

104．7

142．3

182．6

220．5

弟9・7

2640
259．O一

234．7

194．9

1471
1000
604
31．9

14．5

5．4

1．6以下

・・…1・・…

「カイ・スクェ

アー」試験

m，＝4   n’＝3

”2＝73．2”2宝259

・一ｩ一蟹

      （±ヲ附セルバ確率誤差ヲ示シ，換算数ハ全テ100万軍位ヲ以テ表セリ〕

 印チ第1欄ハ6回ノ血液混合「ピペットJ二於ケル1個ノ］／400mm3中二存在セル赤血球實

数並二1．Omm3二直セル換算数ヲ示セルモノ皇シテ，1個ノ1／400mm3内二3個含マレクル

モノヨリ28個迄含マi／タルモノガ存在シタル事ヲ示セルモノニシテ，1．Omm3中自於ケル赤

血球原致二換算スル時ハ120萬個ヨリ1120萬個迄合マレクルモノガ存在シタル事ヲ示シ，稀

藤血球1個ノ開キバ原血球40萬個ノ距リトナ1／リ．第2欄ハ第1回ノ「ピペット」二於テ英ノ

藪二圏シタル回数ヲ示シタルモノニシテ，第3個以下同様ニシテ欄ヲ追ヒ逐次第2固「ビベ

ヅト」，第3回「ピペット」ト・…一6回ノ賢験阜於ケル血液混合ピペット」内二於ケル赤血球藪

畠属シタル回数ヲ示セリ．第8欄ハ6回阜於ケル血液混合ピペット」全誰ラー捨シタルモノ

呂於ケル1μ00mm3内二存在セル赤血球教皇属シタル回数ヲ示セル子ノナリ・

                  正仰】
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 而シテ各「ビペヅト」昌於ケル賢数値ノ平均値並二換算値ノ平均値ヲ求1ノバ第6表下欄二

示セルガ如シ．師チ金「ピペット」ラー括シタルモノニ於テハ13・25土O・06，換算値二於テハ

5．30±O．02トナリ，最モ大ナルモノニ於テハ第2回ノ「ピペット」二於ケル13．83±0．15，印チ

5．53±0．06最モ小ナルモノニ於テハ第3回「ピペット」二於ケル12．51土O」5，印チ5．OO土O，06

トナリ，最大最小賢数二於テハi3．83－12．51＝i．32ノ小ナル差異ヲ示ゼノしモ，換算数二於テ

ハ5，530，O00－5，000，000＝530，000個ノ誤差ヲ示セリ．

 今是等ノ各「ビペヅト」二於ケル雫均値ノ差異二就キナ前記ト同一原理二從ヒテ検索スルニ

第7表，第9欄昌示セルガ姉シ．

      第7表100傍稀緯6回ノ各「ビペツト」観察二於ケル赤血球数

              並二換算数平均値ノ差異

血液混合「ビペ1平均値M 標準偏差伊
観察敷 5n一＝

”n M。亡～M．1

ヅ・ト」ノ回数 實 数1換算鮫 責  数 換算数 I／n ；In

全ピベットヲ
一括セルモノ

13．246250 5，298，500 4．437128 1，774，851 2400 0．090573 36，229

第1回ピペット 13．227500 5，291，00013．900769 1，560，308 400 0．221856 88，743 0．0脳514

第2回ピベツト 13．825000 5，530．0001・496598 1，798，639 400 O．221856 88，743 2．608674

第3回ピベツト 12．505000 5，002，000 4．371498 1，748，599 400 O．221856 88，743 3．靱n31

第4回ピペット 13・807ξ00 5，523，000 4．375545 1，750，218 400 0．221856 88，743 2．529794．

第5回ピペット 13．135000 5，254，000－4．467303 1，786，92エ 400 0．221856 88，743 0．副1451
I

第6回ピペット ユ3．027500 5，211，000 1…1幽・ 1，908，578 400 0．221856 88，743 0．986000

苧    均 13．246250 5，298，500 1．67526

 自ロチ第3回「ビペツト」二於ケル標準誤差ノ約3．34倍ヲ除キテハ全部標準誤差ノ3倍以下ニ

シテ，各rピペット」ノ全平均値ヨリノ誤差ノ平均ハ約標準誤差ノ1．68倍トナリテ明二偶然的

ナル事ヲ鋼レリ．

 今冬「ビペヅト」二於ケル唯1個ノ計算室iμ00mm3ヲ観察シタルトセバ，共等ノ各rビペ

ツト」別二於ケル1／400mm3内二合マ1ノタル赤血球藪ノ最大最小ハ第6表並二第9表，第2，

第3欄二示セルガ如クナリテ，唯1個ノ1μ00mm3ノ観察ガ如何二大ナル誤差ノ超ルモノナ

ルカラ細レリ．

 而シテ標準偏差二於デモ夫々同様ナル差異ガ存在シ，最モ大ナルモノハ第6回「ピペット」

二於ケル1，908，578土45，520，（〃714土αu38），最モ小ナルモノハ第1回「ビペツト」二於ケ

ル，1，560，308±37，213，（3．9008±O．0930）トナリ，全rピベヅ芥」ラー括シタルモノニ於テハ

1，774，85i±〃，279，（4．4371±O，0432）ドナ1／リ．

 今是等ノ各「ピペット」二於ケル標準偏差ノ差異二就キナ検索センニ前記ト同一原理二從ヒ

6回二於ケル各「ビペヅト」ノ標準偏養ノ差異ヲ吟味シタル結果ヲ纏ムレバ第8表，第9欄呈

示セルガ如シ．

                 【職】



血球計算二涼テ生ズル誤萎…ノ籔學的研究 109

第8表 i00傍稀潔6回ノ各「ピペット」観察二於ケル赤血球實敷

       並二換算藪，標準偏差ノ差異

血液混合『ピペ 標準偏差σ 標準偏差ノ確率誤差
観察藪 εm一

σo σ・■～σ皿

ット」ノ回数 實籔値 換算駿 實数値 換算藪 ／τ 日㎜

全ピベットヲー
括シタルモノ

4．437128 I，774，851 O．043197 17，279 2400 實数値 換算藪

第1回ピペット 3．900769 1，560，308 0．093033 37，213 400 0．156876 62，750 3仙8999

第2回ピベツト 4．496598 1，79色639 0．107244 42，898 400 0．156876 62，750 皿37；㎜ε9

第3回ピベヅト 4．371498 1，748，599 0．104260 4工，704 400 0．156876 62，750 0．418356

第4回ピベツト 孔375545 1，750，218 0．104357 41，743 400 0．156876 62，750 α3卵558

第5回ピペット 4．467303 1，786，921 0．106545 42，618 400 α156876 62，750 0，192：剥9

第6回ピペット 4．771446 1，908，578 O．113799 45，520 400 0．156876 62，750 2．13工097

雫   均 1．1捌08

 副チ鎗1回ノrビペヅト」二於ケル3．42倍ヲ除キテハ全部3倍以下ニシテ，各rピペット」二

於ケル標準偏差ノ金「ピペット」ラー捨シタルモノニ於ケル標準偏差ヨリノ誤差ノ平均ハ標準

誤差ノ約1．五6倍トナリテ明二意義ナキヲ知レリ．

 弐二計算窒1／400mm3内赤血球藪ノ賢藪並二換算藪ノ分布範園ガ標準偏差ノ何倍以内二存

在セリヤヲ知ラン爲メ，分布範園（最大，最小ノ誤差）ヲ2σニテ除シタル結果ヲ纏ムレバ第

9表，第4欄二示セルガ如シ．

第g表 100倍稀緯6回ノ血液混合「ピペット」観察二於ケル分布範園ノ吟味

血液混合「ピペ 分布範園（最大最小ノ誤差〕
馬 一 I                       一

分布範團一

ット」ノ回数 實 数 値   換算値（万軍位〕
2σ

第1回ピペット 26－4＝22 1049－160＝880 ±2．8199σ

第2回ピベツト 28＿3＝25 1120－120二1000 土27把9σ

第3回ピベツト 25＿4目21 1000＿160：840 ±z4㎝9σ

第4回ピペット 27＿4＝23 1080＿160＝920 ±Z6腕σ

第5回ピペット 27＿4＝23 1080＿160二920 ±2．57他σ

第6回ピペット 25＿3＝22 1000＿120＝880 土2・3054σ

ビベツト全麗 28・3＝25 1120－120＝1000 ±2．8171σ

 節チ6回二於ケル各「ビペツト」内稀澤血球ノ分布範園ハ全部±3σ以内二存在セリ．

茨皇關係的二撒布度ヲ比較セン爲メ，各「ピペット」及ビ金「ピペット」ラー括シタモノニ於

ケル偏差係藪ヲ求ムルニ第10表，第6欄二示セルガ如シ．

 師チ各「ピペット」全髄ラー捨シタルモノニ於ケル偏差係数V＝33．50±0．36，ヲ中心ニシ

テ，最モ大ナルモノハ第6回ノ「ピペット」昌於ケル36．63±仏98，最毛小ナル毛ノバ第1回

                  【＝嶋1
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剃0表 100傍稀薄6回ノ血液混合ドピペヅト」観察昌於ケル1／400面m3内

           赤血球数ノ偏差係藪

血液混合「ピペ 平均値M 標準偏差σ 五編蓋係数

ット」ノ回数 實藪値 換算値
實数値

換算値
（万箪位〕 （万軍位〕 V

第1回ビベツト 13．23土α13 529土5．26 3－90土α09 156±3．72 2軌49±0．76

騎2回ピペット 1a83土α15 553±ω7 4．50土α11 180±429 32．53土0・85

第3回ピベツト 12．5工±0．15 500土5．90 4．37±0－10 175±靱．17 型．96±皿93

第4回ビペツト 13．8I±α15 552土59d 4．38±α10． 175±4．17 31．69±0蝸

第5回ビペツト 13．14±α15 525±a0ま 4．47±αI1 179±426 34伽±0．90

第6回ビ’ペット 13．03土α工6 52］±644 4－77±αu 191±4．55 36、能±皿98

ピベツト全魑 1女25±0価 530土2．仏 4．44土0．04 ユ77土1．73 阻50±0、あ

ノ「ビペツト」昌於ケル29．49土O．76トナリ，最大，最小ノ差ハ36・63－29・49＝7J4トナリテ

「ピベツト」別二於ケル赤血球藪ノ撒布度二百ナリノ差異アル事ヲ鋼レリ．

 茨二観察度数ト理論的正分布度去数ヲ比較セン意味皇於テ，各rピペット」二於ケ允観察度

数少数ナル故，英等ラー括シタルモノニ於ケル正分布度数ヲ求ムルニ第6表，第10欄呈示セ

ルガ如シ．得タル理論度藪ハ観察度数ト可ナリノ差異ヲ星シ，試ミニ「カイ，スクユアー」試

験ヲ行ヒダル二級間藪d’＝4．π2＝73．25244二対スルPヲ求メタルニ零トナリテ不一致ノ結果

ヲ見タリ．

 家ニポアソン氏極々法ニコル理論度数ヲ求ムルニ第6表，第H欄二示セルガ鋼クナリテ同

様可ナリノ差異ヲ呈シ，「カイ，ズク。アー」試験ヲ行ヒダル二級間数n’＝3．メ＝259－63000

二対スルP＝0．06000トナリテ不一致ノ結果ヲ見タリ．

 今以上ノ観察度数ト理論度数ノ成績ラー目瞭然タラシメン爲メ1μ0d＾』1内二於ケル赤血

球敷ヲ横線上二トリ，英ノ藪二麗シタル観繁度数，理論的正分布度数，ポアソン氏級数二体

ル理論度数ヲ縦線上二トリテ分布折線並二分布曲線ヲ描ゲバ第3固呈示毛ルカ如シ．

      第3圖 100倍稀澤弘。omm3内二於ケル赤血球鼓ノ度数分布

                雫均値
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     業5節 200傍稀緯，1OO倍

       稀躍血液ノ比較

 5％掬機酸曹達水皇ヨリテ1．0㏄「ツベルクリン注

射筒ヨ．リ「パラフイン團筒二探リタル1．33傍ノ2回

皇亘レル同一稀澤血液ヨリHayem氏液ヲ以テ200

倍，100倍二稀緯セラレタル各血液混合ピペツト」6

回ノ観繁員於テ観繁シタル小網眼ノ数ハ200傍稀澤，

100傍稀緯各400x6＝2400個ニシテ，小網眼2400個

中二含マレタル赤血球総敷ハ各夫々14仰O個，31791

個二上レリ．

 今是等ノ稀澤倍数別二於ケル威綾ヲ比較セ；・二第

11表二示セルガ如シ．

 帥チ血液混合ピペツト』二於ケル200倍稀澤，100

倍稀澤ヲ比スルニ，換算値二直セル最大一最小ノ誤

差，標準偏差，偏差係数，分布範園ノ吟味ノ何レ畠

於テモ100倍稀躍血液ノ方200倍稀緯ヨリ幾分小トナ

リテ正確ヲ意味セル緒果ヲ得タリ．

第3章 総華並二考按

 余ガ賢験二於ケル5％拘機酸曹達水ニョリテ，

1．Occ「ヅベルクリン注射筒ヨリ「パラフイン團筒二

探リタル1．33倍ノ2回二亘レル同一稀澤血液ヨリ，

H竈yεm氏液ヲ以テ，200倍，i00倍二稀澤セラレタ

ル各血液混合ピペヅト」6回ノ観察二於テ，1「ピペ

ツト」阜中央二於ケル1個ノ％分劃（赤血球用全匿劃

   ○面LOmm）ヲ観察シ，i個ノ％分劃二400個ノ小網

眼（1／4（〕0m醐3）存在セル故，観察シタル小網眼ノ数

ハ200倍稀潔，工00倍稀緯各400x6＝2400個ニシテ

小網眼2400個中二含マレタル赤血球総1藪ハ各夫々

榊70個，3〃9I個二上レリ．

 余ハ此ノ各「ピペヅト」二於ケル赤血球實敷並二原

数二換算セル藪値二就キテ数學的検索ヲ施シ，「ビ

ペヅト」相互間二蟹化ナキヤ否ヤ，稀澤倍数ノ正確

度二就キテ相比較討究シ，得タル緒果ヲ整理シ本報

舎ヲ作製セリ．今本繍ノ要旨ヲ大略総括シテ共ノ得

【111】
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タル結果；就キナ抑カ考察スル所アラントス．

 「パラフィン圓筒二採リタル2回二夏レル同一稀澤血液ヨリ，200借稀澤，100倍稀緯各6

回ノ「ピペット」二於ケル観察二於テ，「ビペツト」ハ始終同一ノ毛ノラ使用セル；拘ハラス，

各「ビペツト」別二於ケル赤血球総数ハ200傍稀樺二於テハ最大2593個，最小2255個ニシテ，

英ノ間最犬，最小ノ誤差ハ2593－2255＝338個ヲ示セリ、100倍稀緯二於テハ最大5530個，

最小5002個ニシテ，英ノ間最大，最小ノ誤差二・5530－5002＝528個ヲ示セリ．而シテ此ノ

338個、528個ノ誤差ハ1「ビペツト」ヲ翠位トセル場合昌於ケル最大，最小ノ誤差ヲ示セル毛・

ノナル故，1伸ノ計算学ロチ斗00個ノ小細眼（1／400mm昌）ヲ観察セル場合二於ケル稀澤血液

赤血球實数ノ各6回ノ観察二於ケル最大．最小ノ誤差ヲ示セルモノナリ．

 而シテ是等各「ピペット」二於ケル1個ノ小細眼ヲ単位トセル實敷，平均値二直ス時ハ，

200借稀淳二於テハ金「ピペット」ラー捨シタルモノニ於テ6．03±0．03，最モ大ナルモノニ於

テハ6．48土0．08，最モ小ナルモノニ於テハ5．6牡0．08トナリ，「ピペット」別二於ゲル平均赤

血球藪二於テハ最大，最小ノ誤差ハ6．48－5．64コO．8与個ノ可ナリ小ナル差異トナレルモ，實

際間題トシテ原血球敬二換算スルニ，全「ピペット」ラー捨シタル1．mm3内二於ケル赤血球

藪二於テハ4，820，000±26，100トナリ，最大二於テハ5，190，000±66，400，最小4，510，000±

63，700トナリ，「ピペット」別二於ケル平均赤血球藪二於テハ最大，最小二於テ5，190，000－

4，510，000＝680，OOO個ノ誤差ヲ示セリ．100倍稀降二於テハ金「ビペヅト」ラー括シタルモノニ

於テ13・25±0．06，最モ大ナルモノニ於テハ13．83土0．15，最モ小ナルモノニ於テハ12・51±

0．15トナリ，「ピペット」別二於ケル平均赤血球藪二於テハ最大，最小ノ誤差ハ13．83－2．51

＝1．32個ノ小ナル差異ヲ星セルモ，原血球藪二換算スルニ，全「ピペット」ラー捨シタル

］．mm3内二於ケル赤血球数二於テハ5，300，000土24，400トナリ，最大二於テハ5，530，000±

60，700，最小5，000，000土59，000トナリ，「ピペット」別，平均赤血球藪，最大，最小二於テ

5，530，O00－5，000，OOO＝530，000個ノ誤差ヲ示シ，後者帥チ100倍稀緯二於テ幾分最大，最小

ノ誤差ハ200借稀樺刈小トナレル結果ヲ見タリ．

 然レドモ是等ノ各「ピペット」二於ケル平均値ノ差異二就キナ検索シタルニ，全「ピペット」

ラー捨シタル平均値ヨリノ誤差ハ200倍稀緯二於テハ第1回ノ「ビペツト」二於ケル標準誤差

ノ約3・82倍，第5回ノ「ピペット」皇於ク’ル3，30倍ヲ陰キテハ殆ンド全部1倍以下ニシテ，各

「ピペット」ノ全平均値ヨリノ誤差ノ平均ハ約標準誤差ノ1．65倍トナリテ明二意義ナク，100

倍稀緯二於デモ第3回「ピペット」二於ケル標準誤差ノ約3．34倍ヲ除キテハ全部標準誤差ノ3

傭以下ニシテ，各「ピペット」ノ全平均値ヨリノ誤差ノ竿均ハ標準誤差ノ約ユ．68倍トナリ明二

偶然的ナル事ヲ知レリ．

 弐二名「ピペット」二於ケル1個ノ1μ00mm3ヲ単位トセル場合ニハ邸チ准1個ノ小細眼ヲ

観察シタルトセバ共等ノ各「ピペット」別二於ケル1／400mm3内二合マレタル赤血球数ノ最大

最小ノ誤差ハ200倍稀緯二於テハ15－0＝工5個トナリ，原野二換算スル時ハ12，000，000－0＝

12，000，000個ノ大ナル差異ヲ星シ，100倍稀澤二於デモ28－3；25個，師チ11，200，000－1，20

                 〔m2】
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0，000＝10，000，000個ノ差異ヲ呈シ，唯1個ノ1／4qOmm3ノ観察ガ如何二大ナル誤差ノ越ルモ

ノナルカラ知レリ．而シテ最大，最小ノ誤差ハ200倍稀澤呈於ケルヨリ毛I00倍稀澤ノ方幾分

小ナル結果ヲ見タリ．

 亥二「ピペット」別二於ゲル1／400mm3内赤血球数ガ如何様二分布サ1ノダルカラー目畠シテ

鋼ラン爲メ，200倍稀緯，100借稀澤各6回ノ「ピペット」二於ケル「ピペット」別ノ1／400㎜m3

内二於ケル赤血球数ヲ纏メ度数分布ヲ作リタル結果ヲ見ル昌，観察度数ハ各「ピペット」別二

於ケ～レ竿均値二最モ多ク存在シ，「毛一ド」ト平均値ハ殆ンドー致セル状態トナレリ．

 而シテ各「ピペット」二於ケル標準偏差皇於デモ夫々分布範園二相當乍ル差異ガ存在シ，

200倍稀澤二於テハ最大二於テ2．5ア土α06，最小室於テ2．14土O．05トナリ，全「ピペット」ラ

ー捨シタルモノニ於テハ2．37土0．02トナレリ．然レドモ是等ノ標準偏差ヲ原血球藪二換算ス

ル時ニハ最大2，053，648±48，979，最小1，715，566土40，9i6トナリ，全「ピペット」ラー捨シク

ルモノ昌於テハ1，897，363土18，472トナレリ．l00倍稀緯二於テハ最大二於テ〃7±0・11，最

小室於テ3．90土0．09トナリ，全「ピペット」ラー括シタルモノニ於テハ4．44±0．04トナレリ．

原血球藪二換算スル時ハ最大1，908，578±45，520，最小1，560，308土3ク，213，全「ピペットJラ

ー捨シタルモノニ於テハ1，η4，851土17，279トナレリ．印チ金「ピペット」ラー捨シタル標準

偏差二於テハ200倍稀潔二於ケルヨリモ100倍稀緯二於ケル方小トナリ幾分正確トナレル結果

ヲ得タリ’

 而シテ是等各「ビペヅト」二於ケル標準偏差ノ差異二就キナ検索シタルニ，200倍稀緯二於

テハ金「ピペット」ラー捨シタル標準偏差ヨリノ誤義ハ全部標準誤差ノ3倍以下ニシテ，各

「ピペット」二於ケル標準偏差ノ金「ピペット」ラー星シタルモノニ於ケル標準偏差ヨリノ誤差

ノ平均ハ標準誤差ノ約1，35倍トナリテ明二意義ナキヲ鋼レリ．工00倍稀澤二於デモ第1回ノ

「ビペヅト」二於ケル3．42倍ヲ除キテハ全部3倍以下ニシテ，各「ピペット」二於ケル標準偏義

ノ金「ピペット」ラー括シタルモノニ於ケル標準偏差ヨリノ誤差ノ平均ハ標準誤差ノ約L16倍

トナリテ明二偶然的ナル事ヲ細1ノリ．

 茨二計算室内i／400mm3内赤血球数ノ實数並二換算数ノ分布範園ガ標準偏差ノ何倍以内二

存在セルヤラ細ラン爲メ，分布範園（最大，最小ノ誤差）72σニテ除シタル結果ヲ見ルニ200

傍稀薄，100倍稀緯ノ何レニ於デモ土3σ以内二存在シ，唯200借稀緯二於ケル金「ビペヅトJ

ラー括セル分布範園二於テ±3J6σトナリテ僅カニ土3σノ城ヲ脱出セリ．

 茨二關係的二撒布度ヲ比較セン爲メ各「ピペット」及ビ金「ビペヅト」ラー捨シタルモノニ於

ケル偏差係数ヲ求メタルニ，200倍稀緯二於テハ各「ピペット」・全鑑ラー括シタル，V＝39－34

土O．44，ヲ中心豊最モ大ナルそノバ第3回ノ「ビペヅト」二於ケル42．00土1．16，最モ小ナルモ

ノハ第6回ノ「ピペット」二於ケル36．41±O．98トナリ，最大，最小ノ釜ハ42．00－36．41＝15．59

トナレリー00倍稀緯二於テハ各「ピペット」全麗ラー捨シタルV＝33．50±O．36，ヲ中心二最

大ハ第6回ノ「ピペット」皇於ケル36．63土0．98，最小ハ第i回ノ「ピペット」二於ケル29－49±

o．76トナリ，最大，最小ノ差ハ36伽一2949＝7．14トナリテ，rビペヅト」別二於ケル赤血球

                  【1協】
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藪ノ撒布度二百ナリノ差異アル事ヲ知レリ．而シテー般二偏差係数昌於デモ200倍稀澤二於

ケルヨリモ100倍稀潔二於ケル方小ナル結果ヲ見タリー

 家二観察度数ト理論度数ヲ比較セン爲メ，後天的二正分布度数ヲ求メタルニ，100倍稀緯，

200倍稀澤ノ何レニ於デモ不一致ノ結果ヲ見タリ．ポアソン民極限法ニコル理論度数ハ100借

稀澤阜於テハ不一致ノ結果ヲ見タルモ，200借稀薄二於テ犬饅一致シタル結果ヲ見タリ．印

チ白血球ノ算定昌於ケル誤差ト異リ赤血球計算二於ケル誤差ハガウス氏ノ誤差法則二充當セ

スシテ，稀緯倍数ガ大ニナレバナル程ポアソニ・比級数二從ヒ行クモノナリト唱導セシ上田，

西岡並ニフィッシヤー氏ノ読二大鎧適合セルガ如ク思惟セラル．

 以上ノ成績ニョリテ普通一般赤血球算定二使用サレヅ・アル200倍稀馨ヨリ毛100倍稀緯ノ

方，換算値二直セル最大一最小ノ誤差、標準偏差，偏差係藪ノ何レヨリ見ルモ誤差小畠シテ

正確トナレル結果ヲ得タリ．

結   論

 余バ2同二亘レル全之同一稀薄血液ヨリ探リタル200倍稀緯，100借稀澤各6回ノ血液混合

ピペット」ヲ以テ，計算窒二於ケル赤血球算定ヲ施シ，各「ピペット」別並二稀緯倍野別二於

ゲル赤血球分布二如何ナル差異ヲ生ズルヤノ間題ヲ解決セン爲メ本實験ヲ行ヘリ，師チソハ

「ピペット」別並二稀緯倍数別二言十算ヲ行ヒタル時二生ズル赤血球数ノ誤差ヲ示セルモノニシ

テ得タル結果ヲ結論スル事家ノ如シ．

 1）本實験二於ナパ注射筒ヨリ「パラフィン圓筒二探リタル2回二亘レル血液ニョリテ始

終同一ナル検定濟，血液混合ピペット」ニョリテ200傍稀穣，l00傍稀薄，各6回ノ観察ヲ行

ヒダルガ，各回二於ケル計算室帥チ400個ノ1／400mm3内二於ケル細胞総数ヲ求メタル享，

200倍稀薄二於テハ最大一最小2593－2255個（1．mm3中二於ケル細胞藪二換算スレバ5，190，O

00－4，5I0，000個）ナル差異ヲ示シ，100倍稀騨二於テハ最大一最小5530－5002個（工．mm3内

換算数5，530，000－5，002，000個）ナル差異ヲ示シクリ．而シテ各「ピペット」間昌於ケル差異

ハ何レモ偶然誤差ノ範園内二存在セリ．

 2）本實験二於ケル各計算室1／400mm3内二於ケル赤血球藪二裁キナ見ルニ，200傍稀淳

二於テ最大一最小15一一〇個（エ．mm3内二於ケル換算藪12，000，000－0個）ナル著大ナル差異ヲ

示シ，平均数ハ6．03±O．03（1．mm3内換算数4，820，000±26，1OO）トナリ，叉標準偏差ハ2．37

±O．02（換算値1，897，363土18，472）トナリタリ．100倍稀緯二於テハ最大一最小2ト3個（換

算数H，200，000一，200，000個）ノ著大ナル差異ヲ示シ，平均敷ハ13．25±0．06（換算値5，300，

000土24，400）トナリ，標準偏差二於テハ4．榊土O．04（換算値一，774，851土Iク，279）トナリタリ．

 而シテ是等ノ誤差ノ度数分布ハ後天的標準偏差ヲ月jヒタル理論的正分布二不一致ノ結果ヲ

赤シ，ポアソン氏極限法ニコル理論的度藪二200傍稀緯二於デノミ滴合シタル結果ヲ見タリ．

 5）前記ノ開係ヲ各「ピペット」別二就キナ見ルニ，1μ00mm3内ノ赤血球藪二於ケル差異

ノ著シキモノ，叉共ノ小ナルモノ等様々ナリキ．之レヲ標準偏菱二就キナ見ルニ全鵠ノ標準

                  【脳1
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偏差トノ差異ハ偶然誤差ノ範園内二存在シダリキ．

 叉「ビペツト」別二就キナ偏姜係数ヲ求メタルニ，200倍稀澤二於テハ全誰ラー捨シタルモ

ノニ於テ39・3切，各「ビペヅト」二歳キテハ最大一最小42．00－36刈劣ナリキ，100倍稀澤二

於テハ全鵠ラー括シタルモノニ於テ33．50名，各「ピペット」二就キテハ最大一最小36．63－

29．49％ナリキ．自Pチ平均値皇封スル誤差ハ白血球算定二於ケルヨリモ遥二大トナリタリ．

 4）血液混合「ビペツト」二於ケル200倍稀澤，100倍稀澤ヲ比スルニ，換算値二直セル最大

一最小ノ誤姜，標準偏差，偏差係数ノ何レニ於デモ上言巳セル如クエ00倍稀澤ガ200倍稀羅ヨリ

幾分小トナリテ正確ヲ意味セル結果ヲ得タリー
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